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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 38,903 △15.3 4,112 71.4 3,665 161.7 2,286 3.9

2021年３月期第２四半期 45,912 33.9 2,398 － 1,400 － 2,199 －
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 3,806百万円( 81.5％) 2021年３月期第２四半期 2,097百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 108.18 －

2021年３月期第２四半期 101.06 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 80,459 46,115 57.3 2,278.27

2021年３月期 74,627 50,043 67.1 2,299.49
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 46,115百万円 2021年３月期 50,043百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － － － 80.00 80.00

2022年３月期 － －

2022年３月期(予想) － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

当社は、利益配分に関する基本方針に基づき期末日を基準日として年１回の配当を実施しております。2022年３月期
の配当予想額は未定のため、期末配当金の予想を「－」と表記しております。

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,000 △9.3 6,000 19.4 6,000 53.3 4,000 △80.9 197.60
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 1社（社名） MegaChips VC USA LLC 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 23,038,400株 2021年３月期 23,038,400株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 2,797,053株 2021年３月期 1,275,531株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 21,131,969株 2021年３月期２Ｑ 21,762,980株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び本資
料の発表日現在において合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束するもの
ではありません。実際の業績等は今後の様々な要因によって予想と大きく異なる可能性があります。
（四半期決算補足説明資料の入手方法）
四半期決算説明資料については、四半期決算短信開示後速やかに当社ホームページに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における電子機器業界においては、産業用電子機器、民生用電子機器及び電子部

品・デバイスの需要が増加し、電子機器業界全体の市場は前年同四半期比増という状況で推移いたしました。

ASIC事業においては、これまでの主力分野であるゲーム機器、デジタルカメラ、事務機器分野に加え、産業機

器分野における国内外の有力顧客に向け、顧客の機器・サービスのアプリケーションに最適なソリューションを

提供しております。その競争力は、顧客のアプリケーションに関する深い理解と独自のコア技術を基に、顧客の

課題解決のために、独創的なアルゴリズム・アーキテクチャを搭載したシステムLSIを開発し、提供できることに

あります。

ASSP事業においては、急速な情報通信技術の革新が進展する中で更なる成長を図るため、今後の成長が見込め

る車載分野、産業機器分野、通信インフラ分野、エネルギー制御分野、ロボット分野等をターゲットとした新規

LSI事業の立ち上げに経営資源を集中しております。アナログ回路の開発・設計技術の競争力強化と、国内・海外

企業との戦略的な協業に取り組み、差別化できる付加価値の高いソリューションを開発・提供することで、将来

の収益の重要な柱となる新たな事業の育成を図っております。

当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、主にASIC事業におけるゲームソフトウェア格納用LSI

（カスタムメモリ）の需要が堅調に推移した一方で、前第１四半期末より関連会社となったことに伴うSiTime

Corporationの売上減少分があったこと、前第３四半期に主要製品の受注を終了した液晶パネル向けタイミングコ

ントローラLSIの売上高が減少したこと等により、売上高は389億３百万円（前年同四半期比15.3％減）となりま

した。

利益につきましては、前第１四半期末より関連会社となったことに伴うSiTime Corporationの販売費及び一般

管理費の減少分があったこと、業務の効率化が進展したこと等により、営業利益は41億１千２百万円（前年同四

半期比71.4％増）となりました。また、持分法適用の関連会社であるSiTime Corporationの持分法投資損失（の

れん等償却費を含む）が３億５千３百万円発生したこと等により、経常利益は36億６千５百万円（前年同四半期

比161.7％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は22億８千６百万円（前年同四半期比3.9％増）とな

りました。

なお、当社グループは単一の事業セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っておりませ

ん。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は804億５千９百万円（前連結会計年度末比58億３千２百万円の増

加）となりました。主要な項目を前連結会計年度末と比較すると、未収入金が209億２百万円、投資有価証券が10

億８千７百万円それぞれ増加した一方で、現金及び預金が55億９千５百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が

91億７百万円、商品及び製品が14億５千７百万円それぞれ減少しております。

負債合計は343億４千４百万円（同97億６千万円の増加）となりました。主要な項目を前連結会計年度末と比較

すると、支払手形及び買掛金が55億３千４百万円、短期借入金が100億円それぞれ増加した一方で、１年内返済予

定の長期借入金が18億９千５百万円、未払法人税等が52億２千９百万円それぞれ減少しております。

純資産は461億１千５百万円（同39億２千８百万円の減少）となりました。主要な項目を前連結会計年度末と比

較すると、親会社株主に帰属する四半期純利益が22億８千６百万円となった一方で、剰余金の配当が17億４千１

百万円となったこと、自己株式の取得を主として自己株式が49億５千７百万円増加したこと等によるものであり

ます。この結果、自己資本比率は57.3％（同9.8ポイントの下降）となりました。

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、158億１千２百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ55億９千５百万円の減少（前年同四半期は７億９千万円の増加）となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、57億６百万円の資金の使用（前年同四半期は51億１千７百万円の資金

の獲得）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が37億２千４百万円となり、棚卸資産が12億６

千７百万円減少したこと、仕入債務が55億３千４百万円増加した一方で、売上債権が60億３千１百万円、その他

の資産が43億１千４百万円それぞれ増加したこと、法人税等の支払額が64億４千３百万円発生したことによるも

のであります。
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投資活動によるキャッシュ・フローは、13億８千４百万円の資金の使用（前年同四半期は10億３千５百万円の

資金の使用）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が３億１千万円、投資有価証券の取得

による支出が５億１千２百万円、関係会社株式の取得による支出が３億３千１百万円あったことによるものであ

ります。

この結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合算したフリー・キャ

ッシュ・フローは、70億９千１百万円の資金の使用（前年同四半期は40億８千１百万円の資金の獲得）となりま

した。

財務活動によるキャッシュ・フローは、13億６千５百万円の資金の獲得（前年同四半期は30億９千万円の資金

の使用）となりました。これは主に、短期借入金が100億円の純増となった一方で、長期借入金の返済による支出

が18億９千５百万円、自己株式の取得による支出が49億９千９百万円、配当金の支払額が17億３千６百万円あっ

たことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

主に、ゲームソフトウェア格納用LSI（カスタムメモリ）の需要が当社前回想定を上回る見込みとなったことに

より、2021年５月14日に公表いたしました「2021年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」に記載の2022年３月期

の連結業績予想値を修正いたしました。詳細は、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,407,837 15,812,620

受取手形及び売掛金 23,071,412 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 13,964,014

商品及び製品 3,116,736 1,658,932

仕掛品 650,911 803,499

原材料及び貯蔵品 227,705 302,454

未収入金 4,467 20,907,460

その他 2,388,454 1,026,756

貸倒引当金 △1,359 △1,767

流動資産合計 50,866,164 54,473,970

固定資産

有形固定資産

建物 2,431,492 2,428,394

減価償却累計額 △2,107,337 △2,118,414

建物（純額） 324,155 309,979

その他 7,352,565 7,427,137

減価償却累計額 △6,178,410 △6,181,081

その他（純額） 1,174,155 1,246,056

有形固定資産合計 1,498,311 1,556,035

無形固定資産

その他 558,114 678,654

無形固定資産合計 558,114 678,654

投資その他の資産

投資有価証券 3,590,087 4,677,139

関係会社株式 11,958,131 12,822,524

長期前払費用 1,247,326 1,103,355

繰延税金資産 1,864,528 2,339,879

その他 3,044,623 2,808,090

投資その他の資産合計 21,704,697 23,750,989

固定資産合計 23,761,123 25,985,678

資産合計 74,627,287 80,459,649
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,486,207 15,020,215

短期借入金 2,000,000 12,000,000

1年内返済予定の長期借入金 2,790,000 895,000

未払法人税等 6,762,580 1,533,099

賞与引当金 664,636 438,118

工事損失引当金 16,388 33,987

その他の引当金 － 95,000

その他 2,105,916 3,629,866

流動負債合計 23,825,729 33,645,287

固定負債

その他 758,073 699,149

固定負債合計 758,073 699,149

負債合計 24,583,802 34,344,437

純資産の部

株主資本

資本金 4,840,313 4,840,313

資本剰余金 9,362,461 9,389,090

利益剰余金 34,446,477 33,928,182

自己株式 △1,609,380 △6,566,584

株主資本合計 47,039,871 41,591,002

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,054,006 3,591,310

為替換算調整勘定 △50,393 932,898

その他の包括利益累計額合計 3,003,613 4,524,209

純資産合計 50,043,484 46,115,212

負債純資産合計 74,627,287 80,459,649
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 45,912,609 38,903,961

売上原価 38,371,403 31,973,546

売上総利益 7,541,206 6,930,415

販売費及び一般管理費 5,142,273 2,818,407

営業利益 2,398,932 4,112,007

営業外収益

受取利息 9,064 1,385

投資事業組合運用益 － 11,725

未払配当金除斥益 1,155 1,166

雑収入 5,335 3,901

営業外収益合計 15,556 18,178

営業外費用

支払利息 129,744 15,608

持分法による投資損失 515,386 353,625

為替差損 281,355 7,628

雑損失 87,506 87,701

営業外費用合計 1,013,992 464,564

経常利益 1,400,496 3,665,622

特別利益

子会社株式売却益 3,627,111 －

持分変動利益 14,850 58,807

事業譲渡益 41,653 －

特別利益合計 3,683,615 58,807

特別損失

固定資産除却損 1,472,055 －

減損損失 406,495 －

関係会社整理損 26,231 －

賃貸借契約譲渡損 194,754 －

特別損失合計 2,099,536 －

税金等調整前四半期純利益 2,984,574 3,724,429

法人税等 1,037,320 1,438,342

四半期純利益 1,947,254 2,286,087

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,199,430 2,286,087

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △252,175 －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △488,814 537,303

為替換算調整勘定 724,997 159,841

持分法適用会社に対する持分相当額 △86,253 823,451

その他の包括利益合計 149,928 1,520,596

四半期包括利益 2,097,183 3,806,684

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,364,589 3,806,684

非支配株主に係る四半期包括利益 △267,405 －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,984,574 3,724,429

減価償却費 1,007,518 144,249

のれん償却額 396,614 －

長期前払費用償却額 406,897 317,897

賞与引当金の増減額（△は減少） 118,073 △226,703

工事損失引当金の増減額（△は減少） 2,795 17,599

受取利息及び受取配当金 △9,064 △1,385

支払利息 129,744 15,608

持分法による投資損益（△は益） 515,386 353,625

固定資産除却損 1,472,055 －

減損損失 406,495 －

子会社株式売却損益（△は益） △3,627,111 －

持分変動損益（△は益） △14,850 △58,807

売上債権の増減額（△は増加） △7,598,186 △6,031,451

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,864,367 1,267,786

仕入債務の増減額（△は減少） 10,890,900 5,534,008

その他の資産の増減額（△は増加） △811,452 △4,314,831

その他の負債の増減額（△は減少） △37,574 △25,297

その他 784,352 39,766

小計 5,152,801 756,494

利息及び配当金の受取額 9,081 1,385

利息の支払額 △104,108 △21,089

法人税等の還付額 173,561 836

法人税等の支払額 △113,774 △6,443,841

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,117,562 △5,706,213

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △412,089 △310,153

無形固定資産の取得による支出 △229,893 △163,051

投資有価証券の取得による支出 － △512,512

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

225,841 －

関係会社株式の取得による支出 － △331,740

長期前払費用の取得による支出 △241,514 △68,092

事業譲渡による支出 △226,146 －

その他 △151,825 696

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,035,627 △1,384,853

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,479,470 10,000,000

長期借入金の返済による支出 △8,000,000 △1,895,000

自己株式の取得による支出 － △4,999,874

配当金の支払額 △368,765 △1,736,378

その他 △201,387 △3,737

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,090,682 1,365,009

現金及び現金同等物に係る換算差額 △200,365 130,841

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 790,885 △5,595,216

現金及び現金同等物の期首残高 17,219,421 21,407,837

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,010,307 15,812,620
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年５月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,542,500株の取得を行っております。この結

果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が4,999,799千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において

自己株式が6,566,584千円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(連結範囲の変更)

第１四半期連結会計期間より、MegaChips VC USA LLCを新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、製品の販売について従来は出荷時に収益を認識しておりましたが、着荷時及び検収時等に収益を

認識する方法に変更しております。また、買戻し義務のない部材の支給に係る取引について、従来は支給先から

受け取る対価を収益として認識した上で、その後支給先から製品として買い戻しが行われた場合には、顧客への

販売時に支給先への部材の支給に係る収益相当額を消去しておりましたが、当該支給先への収益を認識しない方

法に変更しております。さらに、当社の役割が代理人として行われる取引について従来は顧客から受け取る対価

の総額を収益として認識しておりましたが、純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,600,304千円減少しております。なお、営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高は1,063,352千円

減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」として表示して

おります。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな

表示方法により組替えを行っておりません。

(時価の算定に関する会計基準の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

　


